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１．はじめに

　企業による長期的な価値創造（LTVC：Long 

Term Value Creation、短期利益を追求しないこ

とや、ステークホルダーに配慮することなど、典

型的にはBusiness Roundtable［2018］の意味

１．はじめに
２．長期的な価値創造（LTVC）のためのステー

クホルダーマネジメントと統合報告書
３．ステークホルダーマネジメントの観点からの

統合報告書におけるESG開示

４．ステークホルダーとのエンゲージメントを適
切に表現することにより企業経営のあり方を
投資家に提示できている好事例の紹介

５．結論と課題
６．結び
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　本稿では、企業による長期的株主価値増大のための、ステークホルダーマネジメントのツールの一つとして統
合報告書を位置づけ、ESGの観点に絞っての内容とステークホルダーごとの「固有周期」（ここでは、投資ホライ
ズン、人材開発、事業や製品、環境対策などに特有の期間・時間感覚をいう）とステークホルダー間のバランス
を意識することを、開示にとどまらず企業経営のあり方として提言する。スチュワードシップ活動や統合報告書コ
ンサルティングおよび統合報告作成実務に関する経験に基づき、できるだけ具体的な事例を集めて、検証していく。
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